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卓越して出現したマアジ1986年級群の
漁況と体長について

鈴木

はじめに

マアジ Trachll/'lls jatolliclls (TEMMINCK et 

SCHLEGEL) は，千葉県沿岸域ではまき網漁業，定

置網漁業，釣り漁業の漁獲対象として，イワシ類，サ

パ類とともに重要魚種の一つである。近年マアジ資源

が低迷しているなかで， 1986年級群マアジの当歳魚が，

鹿児島県から北海且南部の太平洋側各地で，夏以降に

大量に出現した。 また，千葉県でもこの年にはかつ

てなりほどマアジ当歳魚(地方名ジンダアジ)が多獲さ

れた。 1986年級群は， 1987年(1年魚)と1988年(2年魚)

にも連続して千葉県沿岸域に現れたので，その漁況と

体長の経過を他の海域と比較しながら報告する。

資 料

マアジの全国漁獲量(属地税吉十を基本とした古" 1978 

年以降属人統計による)は農林水産省統計情報部の漁

業養殖業生産統計年報を，また，千葉県のマアジ漁獲

量(属地統計)は千葉県農林水産統計年報を用いた。

外房海域のマアジ漁獲量は，鴨JIIi申の定置網と沖合域
で操業する 2そうまき網船の銘柄別月別i骨獲量を用い
た。

魚体調査資料は， 1986年5月から1988年12月にまき

網，定置網および釣りによって漁獲されたマアジ79標

本， 5，372尾の体長(尾叉長)の測定結果を用いた。

また，和歌山県におけるマアジ資料は和歌山県漁海況

情報から引用した。

結果と考察

1.全毘および千葉県のマアジ漁獲量の経年変動

全国および千葉県のマアジ漁獲量の経年変動を図1

に示した。これによれば，全国の漁獲景は1959年から

急増L，1960年代には年間30万トン以上(最高値は1960

年の55万トン)の水準にあったが， 1970年以降急激な

減少傾向をたどり (24-5.8万トン)， 1980年には5，4

万トンとなった。しかし， 1981年以降には再び増加傾

向に転じ， 1987年には18万トン， 1988年には22.8万ト

達也

ンの水準まで回復した。

千葉県における年間漁獲量は1965年以前には5，000

トンを上回っており， 1966年には3，100トンに一時減

少したものの1967年以降急増し， 1968年には最高の

14，600トンを記録した。その後漁獲量は減少傾向をた

どり， 1976-1985年には2，000トン以下となり， 1984 

-1985年には900トン以下に低迷した。しかし， 1986 

年には前年までの不漁から一転して4，500トン漁獲さ

れ，前年比5.I倍の急増となった。さらに，翌1987年

には1986年を上回る6，000トンが漁獲されたが， 1988 

年には再び減少し， 2，600トンにとどまった。一方，

千葉県における漁獲量の動向は，全国規模の増減とさ

ほど関連が見られなかった。
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2. 外房海域における1985~1988年のマアジ漁況

1985-1988年の鴨川Ii中定置網および外房沖合域で操

業する 2そうまき網船によるマアジの銘柄別月別漁獲

量の経月変動を図2に示した。 1986ijo6月以前は低水

準にあった。しかし.1986年7月以降，漁獲量は急激

に増加し， 7月には90トン 8月には530トンを記録

した。その後12月までの月別漁獲量は260-80トンと，

やや低下したものの， 1986年7-12月の好漁は近年の

水準を大きく上回るものであった。翌1987年には 1-

4月まで漁獲量は10-26トンと低迷していたが， 5月

には130トンと再び漁獲量が急増しはじめ， 6-8月

まで35トンとやや停滞したものの， 9月の漁獲量は140

トン， 10月には930トンにのぼった。しかし， 1988年

は前2年と様子が異なり， 1-8月まで極端な不漁で

経過し， 9月以降漁獲量はまとまってきたが， 9月に

は260トン， 10月には200トンと，前2年の漁況に及lま

なかった。

漁獲物の銘柄は， 1985年4月と 8-11月には大・中

型魚(大:120g以上，中:70-120g)の占める割合

が高いものの，他の月には小型魚 (70g以下)が主体

になっている。 1986年には10-12月に中型魚がわずか

に現われたものの，漁獲物の大部分を小型魚が占めて

90 
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図2 鴨川港におけるマアジの銘柄別漁獲量の

経月変動.1985-1988年暗色部分:大

中型魚，白抜き部分:小型魚
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おり，続く 1987年には前年同様小型魚で占められてい

た。 1988年にはi側壁物の大半を中型魚が占めていたO
L 体長組成

千葉県沿岸域に1986年5月一1988年12月にかけて来

遊したマアジの月別体長組成を図3に示した。これに

よると1986年級官手当歳魚は尾叉長が1986年5月には6

cmモード(以下モードを省略)，同年8月には11cmで

出現し，月を追うごとに成長して，同年10-11月には

13cm，同年12月には14cmになった。また， 1987年2-

6月の体長は14-15cmであったが，同年7月以降順次

大きくなり， 7月には16cm，9月には17cm，11-12月

には18-19cmとなった。また， 1987年5-12月には1987

年級群と思われる 5，6月に 6，5 cmと， 8 -12月に11

-15cmの小型魚も出現している。つづく 1988年には3

-5月に20cm，9月に23cm，10， 11月に24cmの2年魚

が出現している。この他，この年には10-12cmと15-

16cmの1987年級群が2-5月に， 15cmの1988年級群

(当歳魚)が11月に，また， 28-30cmの大型魚が6月

と12月にそれぞれ出現している。

4.他の海域におけるマアジの来遊状況
マアジ1986年級群は当歳魚から 2年魚まで引き続い

て千葉県沿岸域に大量に現われ，定置網やまき網で漁
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組成の月別変化.1986年5月一1988年12月



マアジ1986年級群の漁況と体長について

% 1987年

ヒl丹 l月

2H 

3月

4月
ームー一

d「L{} 5月

: ~ム: 旧 6月

7月

i 「」し「円「 8月

9月

円-~
10月

JL f1  11月

(Lへ 12月

5 10 15 20 25 30 35 cm 

図3 つづき

獲されたが， 1986年級群は特に当歳魚の時期に岩手県，

神奈川県，和歌山県の各地でも大量に漁獲された。

そこで，本県とこれら 3県との来遊状況と体長の比較

を試みた。

岩手県， 千葉県， 神奈j刈11)県果氏， 手和日歌u山i県のマアジi
量は表Iに示したとおりで， 1985年の各県における漁

獲量は低かった。とくに最北端に位置する岩手県では

皆無であった。ところが翌1986年では各地とも軒並に

漁獲量が急増し，岩手県では1955年以降最高の2，931

トンを記録し"千葉県では前年の5倍にあたる好漁

(4，495トン)を示し，神奈川県では近年にない好漁

(2，622トン)となった。)和歌山県でも最近にない豊

漁 (2，905トン)であった。 さらに1987年には千葉県

では6，030トン，神奈川県では2，883トンとともに前年

を上回った。また，和歌山県ではほぼ前年並の漁獲量

が見られた。これに対して岩手県における漁獲景は前

年の 1/30と，著しい減少をみた。 1988年のマアジ漁

獲量は各地とも低下し，岩手県では前年同様低迷し24

トン，神奈川県では大幅に減少した (403トン)。また，

千葉県では前年の 2/5にあたる2，602トンに減少し，
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和歌山県でも漁獲量は減少したが (1，566トン)，両県

とも前述の2県ほど急激な減少ではなかった。

太平洋側のマアジはI98M!o級群が急増したことによ

り， 1986年には岩手県一和歌山県の各地で，当歳魚が

近年になく多獲され，司 1987年には岩手県を除いて，

1986年級群 (2年魚)と1987年級群(当歳魚、)がヲ|続

き漁獲されたが 1988年には各地とも漁獲量は減少

表 1 岩手県，千葉県，神奈川県，和歌山県にお
けるマアジ漁獲量の経年比較.1985-1988 
年
※漁業養殖業生産統計年報による。ただし，
子葉県は千葉県農林水産統計年報による。

(単位:トン)

県/年 1985 1986 1987 1988 

岩手県 2，931 98 24 

千葉県 876 4，495 6，030 2，602 

神奈川県 121 2，622 2，883 403 

和歌山県 789 2，905 2，292 1，566 
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8-9) 

した。マアジは成長に従い沖合性となる ことから，

定置網主体の岩手県と神奈川県では翌年以降漁獲量は

急激に減少した。一方，千葉県ゃ和歌山県では比較的

沖合で操業するまき網によるi似豊量の比率が高いため，

前2県ほど著しい減少は認められなかった。

出現魚、の体長については，地域的につぎのような差

異が認められた。

三陸海域に現われた1986年級群マアジ当歳魚、は漁期

初め (9月)から房総海域のものよりも 1-2cmほど

大型であった。 また，相模湾に来遊したマアジ1986

年級群は1986年8月には12-13cmであり，同年12月に

は14-15cmに，翌1987年9月には17-18cmで出現して

いた。 相模湾におけるマアジは外房海域に出現した

ものと比較して.1986年8月から翌年の9月まで常に

1 cmほど大きめであった。和歌山県における1986年5

月一1988年12月のマアジ体長組成を図4に示した。こ

れによれば1986年級群は. 1986年6月には7cm， 7月

には10cm. 8}j以降順次成長L.11月には15cmの当歳

魚、として出現していた。また，同年5-7月には19-

21cm. 10-12月には23-24cmの1985年級群が見られ，

さらに同年5-12月には25-29cmの大型魚も出現して
cm 
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マアジ198611級群の漁況と体長について

いた。 1987年には1986年級群の1月の体長は16cmであ

り，flを追って成長の様子が認められ12月には23cmに

なっていた。また， 1987年級群はこの年の5月には6

cm，続く 6~1l月には 9 ~16cmの小型.群として出現し

ていた。 198811'は 3~6 月には21~25cm ， II月には27

cmの1986年級群仁思われる大型魚、が出現していた。ま

た，この年は1987年級群が同年 1~5 月には16~17cm

で，当歳魚が6~12月のうち 8 月を除く各月には 9~

14cmで，それぞれ出現していた。そして和歌山県沿岸

域に来遊したマアジ1986年級群の体長は千葉県産のそ

れに比較して一貫して 1~4 四ほど大担であり，成長

するに従いその差が顕著になっていた。

以上，岩手県，千葉県，神奈川県，和歌山県の4県

lこ来遊したマアジ1986年級群はともに東シナ海由来の
"り冬季発生群 (2~4H生ま 1l) と推測されている が，

体長の違いから明らかに時期の若干異なる発生群と考

えられる。

千葉県沿岸域でのマアジ1986年級群は， 1986年10~

11月には13cmで，また，翌1987年 2~6 月には14~15

cmで見かけ上の成長が停滞しており， 4月と 6月には

その前の月と比較して体長が若干小型化している。そ

して相模湾に来遊したマアジ1986年級群は， 1986年9

~ll月にかけて尾叉長14~15cm前後で、見かけ上の成長

停滞がみられ，また，翌1987年 3~6 月には尾叉長15

~16cm前後で1985年級群と比較して成長が悪く，さら

に 4~5 月に来遊した魚体が小型化するなど千葉県

と非常に似た体長経過をたどっている。このように季

節を追って魚体が小型化していく現象は，発生の早い

群から頗次来遊し逸散していき，後続の小型群(発生

の遅い群)が順次来遊することによるものと考えられ

る。

相模湾におけるマアジ1986年級群の体長は1970~1972

年当時に比べ1~ 3 cm小さく， 和歌山県においても

1983~ 1985年当時より 1~ 2 cm小さい。 千葉県にお

いてもマアジ1986年級は， 1982年以前に来遊した発生

時期が同じと考えられるマアジ体長と比較して小さめ

であった。

要約

1 )マアジ1986年級群は，千葉県沿岸域に，当歳魚と

してかつてないほど大量に出現し，引続き1987年

( 1年魚)， 1988年(2年魚)にも連続して現わ

れ，定置網と 2そうまき網によるマアジ漁獲量の

大部分を占めた。

41 

2) 1986年級群は，岩手県では1986年(当歳魚)に，

神奈川県では1987年(l年魚)まで定置斜により，

さらに和歌山県ではまき網により1988年 (2年魚)

までそれぞれ多獲された。

3) 1986年級群はお手県と千葉県では当歳魚時代に，

神奈川県と千葉県とでは当歳魚から 1年魚、にかけ

て，また，和歌山県と千葉県とでは2年魚、まで，

それぞれ来遊魚、の体長に差異が認められたことか

ら，伺年級群の冬季発lt群のうち発'1一時期の若「

異なるものが，各県沿岸域に来遊していたと考え

られる。

4)千葉県沿岸域における1986年10月一翌1987年6}j 

にかけての 1986{F-t，及群の成長について，願次ぅ~J聾

するマアジの体長が，それより先に来遊したマア

ジの体長と比較して， I河じであるか，もしくは小

型化している現象が観祭された。

5) 1986年級群の成長は，相模湾産では1970~1972年

当時仁和歌山県産では1983~1985年当時と，そ

れぞれ比較して幾分悪し千葉県においても1982

年以前のものより小さめであった。
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